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挨
拶
が
あ
り
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
な
ど
市
場
の
概
要
や
市
場
再
整

備
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
 

特
に
、
市
場
再
整
備
に
つ
い
て

は
、
議
員
の
皆
様
か
ら
「
業
界
と
し
て

最
も
困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
」
、

「
業
界
と
府
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な

ズ
レ
が
あ
る
の
か
」
、
「
他
市
場
よ
り

使
用
料
が
高
額
な
の
は
何
故
か
」
、

「
今
後
、
10
年
な
い
し
15
年
の
間
に

対
処
す
べ
き
課
題
は
何
か
」
な
ど
の

ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

業
界
か
ら
は
、「
開
設
以
来
、
卸
売

市
場
の
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
き

た
自
負
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
建
替

え
に
伴
う
使
用
料
の
高
騰
は
、
端
的

に
言
っ
て
影
響
が
大
き
く
、
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
」
、
「
各
店
舗

が
必
要
と
す
る
機
能
を
余
剰
地
に
け

り
出
し
て
で
も
コ
ス
ト
を
下
げ
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
が
、
大
き
な
効
果

は
見
込
み
難
い
」、「
家
賃
に
加
え
、
電

気
代
な
ど
運
営
費
の
高
騰
も
大
き

い
」
、
「
冷
蔵
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
府
と
の
間
に
認
識
の
隔
た
り
が

あ
る
」
、
「
密
閉
方
式
と
開
放
方
式
の

複
合
型
を
含
む
施
設
仕
様
な
ど
幅
広

く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
、
「
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。
事
故
が
起
こ
る

前
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
」
、
「
広

大
な
敷
地
を
活
用
し
て
賃
料
収
入
を

増
加
さ
せ
、
使
用
料
倍
率
を
引
き
下

げ
る
こ
と
が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
意
見
を
受
け
止
め
、
議

員
団
と
し
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
い
う
力
強
い
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

公
明
党
大
阪
府
議
会
議
員
団 

場 

内 

視 

察 

４
月
21
日(

火)

、
公
明
党
大
阪
府

議
会
議
員
団
６
名
の
皆
様
が
場
内

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
７
時
00
分
、
管
理
棟
か
ら
２

階
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
経
て
、
冷

蔵
庫
棟
で
マ
イ
ナ
ス
50
度
を
ご
体

感
。
拓
新
水
産
を
は
じ
め
と
す
る
水

産
仲
卸
売
場
、
バ
ナ
ナ
加
工
施
設
、

青
果
卸
売
場
、
食
品
衛
生
検
査
所
を

順
次
視
察
さ
れ
、
卸
売
業
界
の
近
況

や
中
東
情
勢
の
影
響
、
市
場
再
整
備

に
向
け
た
思
い
な
ど
、
場
内
関
係
者

と
積
極
的
に
対
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

８
時
10
分
か
ら
は
管
理
棟
７
階

で
開
設
者
及
び
常
駐
代
表
者
と
懇

談
。
冒
頭
、
光
野
場
長
か
ら
「
昭
和
53

年
の
開
設
以
来
、
府
民
の
食
を
支
え

て
き
た
。
市
場
再
整
備
な
ど
意
見
交

換
の
時
間
も
用
意
し
て
お
り
、
現
状

を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
う
」
と
の

■
ご
来
場
府
議
ご
芳
名
（
順
不
同
） 

中
野
剛
府
議(

茨
木
市)

、
肥
後
洋
一

朗
府
議(

寝
屋
川
市)

、
吉
田
忠
則
府

議(

高
槻
市
及
び
三
島
郡)

、
堀
川
裕

子
府
議(

八
尾
市)

、
大
竹
い
ず
み
府

議(

吹
田
市)

、
横
道
淳
子
府
議(

東

淀
川
区)

 
 

■
場
内
出
席
者 

大
阪
府
：
光
野
市
場
長
、
高
橋
次
長
、

村
形
参
事
、
高
取
課
長 

業
界
：
北
果
三
木
社
長
、
大
果
酒
井

支
社
長
、
う
お
い
ち
小
笠
原
支
社

長
、
大
水
花
木
支
社
長
、
青
果
組
合

西
田
理
事
長
、
水
産
組
合
杉
江
理
事

長
、
管
理

セ
ン

タ
ー

宮
前
専
務
取
締
役
、
同

浜
本
執
行
役
員 
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市場だより 令和 8 年４月３０日（４） 

《
３
月
》 

《管理センターとりまとめ》 

《
４
月
～
３
月
・累
計
》 

 

(

茨
木
保
健
所
主
査)

森
さ
や
か

▽
技
師(

新
規
採
用)

木
村
俊
太 

 

《
転
出
》
▽
羽
曳
野
食
肉
衛
生
検

査
所
長(

課
長
補
佐)

飯
田
芳
人

▽
食
の
安
全
推
進
課
主
査
・
吹
田

市(

主
査)

中
地
ひ
ろ
み
▽
四
條

畷
保
健
所
副
主
査(

副
主
査)

皆

木
香
織
▽
食
の
安
全
推
進
課
・
食

品
衛
生
広
域
監
視
セ
ン
タ
ー
副

主
査(

副
主
査)

吉
井
大
司 

 

市
場
関
係
人
事
異
動 

※
敬
称
略
、
発
令
は
令
和
８
年
４
月
１

日
付
け
。
但
し
、
退
職
は
３
月
31
日
付

け
、
新
規
採
用
は
府
中
央
卸
売
市
場
が

４
月
10
日
付
け
、
府
食
品
衛
生
検
査

所
が
４
月
３
日
付
け
。(  )

内
は
前
職 

 

■
大
阪
府(

中
央
卸
売
市
場
関
係)

 
 

《
転
入
》
▽
環
境
農
林
水
産
部
次
長

(

万
博
推
進
局
副
理
事)
長
町
憲
一

▽
流
通
対
策
室
市
場
・
検
査
指
導

課
長(

健
康
医
療
部
国
民
健
康
保
険

課
長)

樫
内
伸
悟 

 

《
転
出
》
▽
税
務
局
長(

環
境
農
林

水
産
部
次
長)

大
武
基
▽
商
工
労
働

部
副
理
事
兼
成
長
産
業
振
興
室
副

理
事(

流
通
対
策
室
市
場
・
検
査
指

導
課
長)

田
中
正
樹 

 

■
府
中
央
卸
売
市
場 

 

《
転
入
》
▽
市
場
長(

福
祉
総
務
課

長)

光
野
秀
樹
▽
管
理
担
当
課
長

(

地
域
福
祉
課
課
長
補
佐)

森
川
剛

史
▽
主
査
・
指
導
総
括(

環
境
農
林

水
産
総
務
課
課
長
補
佐
・
環
境
農

林
水
産
総
合
研
究
所)

奥
林
昌
信
▽

主
事
・
会
計
担
当(

新
規
採
用)

眞
鍋

華
歩
▽
主
事
・
指
導
業
務
担
当(

庁

舎
管
理
課
主
事)

内
田
祥
太 

 

《
転
出
》
▽
退
職(

市
場
長)

大
西
の

ぶ
え
▽
泉
南
府
税
事
務
所
主
査(

主

査
・
青
果
総
括)

今
野
百
恵
▽
総
務

部
人
事
課
主
事(

主
事
・
会
計
担
当)

岩
根
奈
津
紀 

 

■
府
食
品
衛
生
検
査
所 

 

《
転
入
》
▽
課
長
補
佐(

食
の
安
全
推

進
課
課
長
補
佐
・
寝
屋
川
市)

岩
尾

暁
美
▽
課
長
補
佐(

食
の
安
全
推
進

課
課
長
補
佐)

木
元
大
▽
主
査(

和

泉
保
健
所
主
査)

塩
谷
理
▽
主
査

食
品
衛
生
検
査
所
で
は
、
「
有

害
・
不
良
な
食
品
を
市
場
に
入
れ

な
い
、
作
ら
せ
な
い
、
出
さ
な
い
」

を
信
条
に
、
食
品
流
通
の
一
大
集

散
拠
点
で
あ
る
大
阪
府
中
央
卸
売

市
場
に
て
、「
加
工
・
製
造
・
販
売

を
行
う
場
内
営
業
施
設
へ
の
監
視

指
導
」
、
「
場
内
を
流
通
す
る
食
品

の
検
査
」
、
「
場
内
事
業
者
へ
の
衛

生
教
育
」
を
行
い
、
食
の
安
全
の
確

保
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
場
内
営
業
施
設
へ
の
監
視
指
導 

今
年
度
も
、
重
点
監
視
事
業
を

行
い
ま
す
。 

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
を
取
り
入

れ
た
衛
生
管
理
の
実
施
状
況
を
確

認
す
る
た
め
、
食
品
の
製
造
・
加

工
・
調
理
を
行
う
場
内
営
業
施
設

を
対
象
に
衛
生
管
理
計
画
の
内
容

や
記
録
類
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

併
せ
て
、
設
備
・
器
具
類
の
拭
取
り

検
査
、
設
備
の
設
置
確
認
も
行
い

ま
す
。
販
売
の
み
を
行
う
営
業
届

出
施
設
に
お
い
て
も
、
計
画
や
記

録
類
の
点
検
を
行
い
ま
す
。 

重
点
監
視
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の

助
言
も
行
い
ま
す
。 
 

○
場
内
流
通
食
品
の
検
査 

今
年
度
は
、
約

2,400
件
の
検
査
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
検
査

で
食
品
衛
生
法
違
反
が
判
明
し
た

も
の
、
流
通
量
が
多
い
も
の
、
旬
の

も
の
な
ど
、
様
々
な
食
品
を
対
象

と
し
て
検
査
し
、
そ
の
結
果
を
活

用
し
て
、
場
内
事
業
者
の
自
主
衛

生
管
理
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指

し
ま
す
。 

衛
検
で
は
、
取
扱
商
品
を
対
象

と
し
た
細
菌
検
査
の
御
依
頼
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
自
社
商
品

の
開
発
や
取
引
先
へ
の
商
品
情
報

の
提
供
等
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

○
場
内
事
業
者
へ
の
衛
生
教
育 

研
修
会
や
市
場
だ
よ
り
な
ど
を

通
じ
て
食
品
衛
生
に
関
す
る
情
報

発
信
に
務
め
ま
す
。
衛
生
に
関
す

る
こ
と
以
外
に
、
営
業
許
可
・
届
出

や
食
品
表
示
に
関
す
る
疑
問
や
相

談
も
随
時
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。 

 

■ 令和８年度検査予定 

 細菌検査 理化学検査 

４月 海藻・ケン、場内加工鮮魚、しらす・ちりめん ― 

５月 カット野菜・果物、うなぎ・あなご、スプラウト野菜 中型魚類（水銀・PCB）、国産農産物（残留農薬） 

６月 生食用鮮魚介類、マグロ マグロ（ヒスタミン）、中型魚類（水銀・PCB）、国産農産物（残留農薬） 

７月 生食用鮮魚介類 加工食品（保存料等）、国産農産物（残留農薬）、養殖鮮魚（抗菌性物質） 

８月 生食用鮮魚介類 国産農産物（残留農薬）、輸入かんきつ類（残留農薬・防ばい剤）、鯨肉製品（発色剤） 

９月 生食用鮮魚介類、ヒラメ 鮮魚（ヒスタミン）、国産農産物（残留農薬） 

１０月 生食用鮮魚介類、集団給食調理品 場内加工エビ（漂白剤）、国産農産物（残留農薬） 

１１月 生食用かき 輸入エビ（抗生物質）、国産農産物（残留農薬） 

１２月 ― 国産農産物（残留農薬）、輸入かんきつ類（残留農薬・防ばい剤）、加工食品（保存料等） 

１月 しらす・ちりめん、生食用かき しらす・ちりめん（漂白剤）、国産農産物（残留農薬） 

２月 生食用かき たらこ・明太子（発色剤）、国産農産物（残留農薬）、輸入かんきつ類（残留農薬・防ばい剤） 

３月 生食用かき、ホタルイカ 場内加工エビ（漂白剤） 

随時 マグロ（スタンプ検査）、場内流通品、施設設備・器具（スタンプ検査） 食品の温度測定、ちりめん（漂白剤の簡易検査）、施設設備・器具（ATP） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人身事故 2 件 (11件) 

物損事故 47 件 (50件) 

 うち市場施設の物損※ 16 件 (29件) 

 うち車両同士の衝突 31 件 (21件) 

合計 49 件 (61件) 

()内は R6 年度の件数 

※トラック車両による市場施設の物損事故 2 件(R8.3) 
➢青果買出人駐車場出入口ポール、 
青果立体駐車場 AB間冷蔵庫 

➣被害額は全額求償 

令和 8 年４月３０日 （３）市場だより 

■
鳥
獣
対
策 

□
カ
ラ
ス
対
策 

➣

Ｒ
７
年
度
捕
獲
数 

1,055
羽 

・
H

24
年
度
～
R
７
年
度
カ
ラ

ス
捕
獲
業
務
実
績 

6,774
羽 

➣

Ｒ
８
年
度
捕
獲
数(

４
/
１
～

４
/
８)

71
羽 

 

■
第
16
回
定
時
株
主
総
会 

➣
 (

６
/

25(

木)

８:

30
～
９:

00)

※
終
了
後
、
北
冷
株
主
総
会 

 

■
協
会
か
ら
の
報
告 

□
清
祓
魚
供
養
・
青
果
供
養 

・
魚
供
養
は
９
時
30
分
集
合
、
青

果
供
養
は
10
時
45
分
集
合
。 

京
阪
百
貨
店 

 

市
場
お
買
い
物
見
学
ツ
ア
ー 

４
月
17
日(

金)

、
午
前
８
時
30

分
か
ら
標
記
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、

同
百
貨
店
の
顧
客
22
名
様
と
ス
タ

ッ
フ
６
名
様
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
一
行
は
、
マ
イ
ナ
ス
50
度
の

冷
蔵
庫
へ
の
入
庫
体
験
を
経
て
、

水
産
仲
卸
売
場
で
拓
新
水
産
か
ら

鮮
魚
の
食
べ
頃
、
お
勧
め
の
調
理

方
法
、
天
然
モ
ノ
と
養
殖
モ
ノ
の

見
分
け
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

次
い
で
、
青
果
仲
卸
売
場
で
は
、
北

果
と
林
田
商
店
の
ご
協
力
に
よ
る

市
場
取
扱
品
流
通
状
況
調
査 

 

令
和
７
年
分
標
記
調
査
の
報
告

書
を
管
理

セ
ン

タ
ー

が
公
表
し
ま
し
た
。 

こ
の
調
査
は
、
当
市
場
の
流
通
実

態
の
把
握
を
目
的
に
、
野
菜
、
果
実
、

生
鮮
水
産
物
、
加
工
水
産
物
の
別
に

販
売
先
の
主
た
る
営
業
所
所
在
地
、

そ
の
業
態(

小
売
り
、
ス
ー
パ
ー
等)

、

販
売
量
を
内
容
と
し
、
場
内
事
業
者

を
通
じ
て
毎
年
、
10
月
第
一
土
曜
日

を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

報
告
書
で
は
、
前
年
に
比
べ
取
扱

件
数
が
減
少
し
取
扱
数
量(

㎏)

が

増
加
し
た
こ
と
や
過
去
10
年
間
で

三
島
・
豊
能
・
北
河
内
な
ど
い
わ
ゆ

る
「
供
給
圏
」
へ
の
供
給
割
合
が
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
ス
ー
パ
ー
へ

の
搬
出
割
合
が
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

調
査
結
果
の
概
要
は
、
日
報
等
の

各
種
市
況
情
報
と
と
も
に
、
管
理

セ
ン

タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

 

□
協
会
理
事
会(

６
/

25) 

・
７
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、
８
年

度
事
業
計
画
・
予
算
、
役
員
の
選
出

を
上
程
。
決
算
剰
余
金
が
生
じ
て

お
り
、
50
周
年
に
向
け
て
積
み
立

て
が
進
ん
で
い
る
。 

 

（
議
長
）
50
周
年
事
業
を
理
事
会

で
議
論
で
き
る
よ
う
準
備
せ
よ
。 

 

■
衛
検
か
ら
の
報
告 

・
７
年
度
第
４
四
半
期
に
お
け
る
検

査
の
結
果
、
３
月
検
査
の
「
生
食
用
か

き
」
で
成
分
規
格
を
逸
脱
し
た
検
体

が
あ
り
、
加
工
者
を
所
管
す
る
自
治

体
に
対
し
食
品
衛
生
法
違
反
と
し
て

通
知
し
た
。
ま
た
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
重
点
監
視
事
業
を
５
月
14
日
か

ら
11
月
30
日
の
間
、
実
施
す
る
。 

 

■
場
長
か
ら 

・
常
駐
代
表
者
会
議
が
有
意
義
な

会
議
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
。

府
と
し
て
情
報
提
供
や
規
律
が
守

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
行

い
、
情
報
共
有
を
進
め
る
所
存
。
こ

れ
か
ら
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
。 

32
件➣

更
に
累
犯
で
入
場
禁
止 

 ➣
２
階
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
荷
捌
き

場
東
側
の
側
溝
で
大
量
の
吸
い
殻
が

発
見
さ
れ
た
。
該
当
の
業
者
に
対
し
、

厳
正
に
改
善
を
申
し
入
れ
る
。 

 

■
交
通
安
全
対
策 

□
場
内
交
通
事
故(
Ｒ
７
年
度) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
模
擬
セ
リ
」
を
体
験
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
途
中
、
青
果
棟
２
階
休

憩
室
で
近
畿
中
央
ヤ
ク
ル
ト
販
売

㈱
の
皆
様
か
ら
ヤ
ク
ル
ト

1000
等
の

提
供
を
受
け
、「
腸
活
」
の
健
康
管

理
に
お
け
る
有
用
性
に
つ
い
て
、

ク
イ
ズ
を
交
え
た
楽
し
い
説
明
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
食
品
衛
生
検
査
所
で

の
検
査
業
務
の
説
明
と
管
理
棟
７

階
講
堂
で
の
市
場
PR
動
画
の
視
聴

を
経
て
、
12
時
15
分
、
新
鮮
な
魚

介
や
青
果
、
ヤ
ク
ル
ト
販
売
と
管

理
セ
ン

タ
ー

か
ら
提
供
さ
れ
た
お
土
産
を

手
に
、
帰
路
に
着
か
れ
ま
し
た
。 

大
阪
な
す
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

４
月
２３
日(

木)

、
JA
大
阪
南
と

追
手
門
学
院
大
学
村
上
ゼ
ミ
の
皆

様
が
大
果
野
菜
部
せ
り
場
に
て

「
大
阪
な
す
」
の
試
食
宣
伝
会
を

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

冒
頭
、
JA
大
阪
南
常
務
理
事
田
中

様
か
ら
「
大
阪
な
す
は
、
柔
ら
か
く
て

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
生
活
習
慣
病
予

防
に
も
役
立
つ
食
材
。
精
一
杯
生
産
し

ま
す
の
で
、
広
く
販
売
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
ご
挨
拶
が

あ
り
、
次
い
で
、
青
果
組
合
西
田
理
事

長
、
大
果
酒
井
支
社
長
が
、「
皆
様
が

丹
精
込
め
て
生
産
さ
れ
た
大
阪
な
す

を
頑
張
っ
て
販
売
し
ま
す
。
ご
安
心
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
光
野
市
場
長
か
ら
「
個
人
的
に
な

す
が
大
好
き
。
大
阪
産
の
な
す
が
全
国

で
賞
味
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
、
JA
大

阪
南
茄
子
部
会
東
條
支
部
支
部
長
古

川
様
が
、
大
阪
な
す
が
繊
細
な
工
程
を

経
て
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
鰹
節
と
ポ
ン
酢
を
ま

ぶ
し
た
焼
き
な
す
が
振
舞
わ
れ
、

「
柔
ら
か
く
て
お
い
し
い
」
、
「
お

か
わ
り
が
ほ
し
い
」
な
ど
好
評
を

博
し
ま
し
た
。 

西田理事長 

 

酒井支社長 

 

光野市場長 

 

左： JA 大阪南常務理事 田中様 
右： JA大阪南茄子部会東條支部

支部長 古川様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市場だより（２） 第 410 号 

標
記
会
議(

三
木
博
司
議
長)

が
４

月
16
日(

木)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

□
３
月
30
日
に
逝
去
さ
れ
た
阪
本

芳
雄
様
（
㈱
さ
か
も
と
会
長
、
府
水
産

物
卸
協
同
組
合
副
理
事
長
、
府
中
央

卸
売
市
場
協
会
理
事
）
を
偲
び
、
１
分

間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。
ま
た
、
大
阪
府

光
野
場
長
と
う
お
い
ち
小
笠
原
支
社

長
か
ら
転
入
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

■
令
和
８
年
度
常
駐
代
表
者
会
議

の
運
営
等
（
市
場
協
会
事
務
局
） 

協
会
規
約
第
７
条
第
５
項
に
よ
り
北

果
三
木
社
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。 

 

■
府
か
ら
の
報
告 

□
８
年
度
大
阪
府
の
人
員
体
制 

府
庁
本
庁
で
環
境
農
林
水
産
部
次

長
と
流
通
対
策
室
市
場
・
検
査
指

導
課
長
の
異
動
が
あ
り
、
場
内
で

市
場
長
を
は
じ
め
３
名
の
転
出
と

５
名
の
転
入
が
あ
っ
た
。 

 

（
議
長
）
本
庁
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
た
い
。
開

設
者
に
仲
介
を
お
願
い
す
る
。 

 

□
取
扱
高
等 

(

７
年
４
月
～
８
年
３
月
累
計
速
報
値) 

前
年
度
比
較
で
、
市
場
全
体
の
取
扱
高

は
金
額
ベ
ー
ス
で
約
21
億
円
、
2.2

%

の
減
少
、
直
接
集
荷
は
金
額
ベ
ー
ス
で

約
6.9
億
円
、
4.7
％
の
減
少
。 

 

（
常
駐
代
表
者
）直
接
集
荷
の
減
少

は
、
業
務
規
程
44
条
の
届
出
の
懈

怠
が
原
因
で
は
な
い
か
。 

（
大
阪
府
）
事
業
検
査
で
検
査
対

象
仲
卸
業
者
は
漏
れ
な
く
届
け
出

が
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
常
駐
代
表
者
）
過
去
、
十
数
億
円

の
届
け
出
の
懈
怠
が
あ
っ
た
の

で
、
再
発
し
な
い
よ
う
府
に
お
い

て
適
正
に
指
導
さ
れ
た
い
。 

（
議
長
）
管
理

セ
ン

タ
ー

も
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
た
い
。 

 

□
公
明
党
府
議
団
の
視
察 

４
月
21
日(

火)

、
府
議
６
名
が
来

場
。
場
内
視
察
と
常
駐
代
表
者
等
と

の
意
見
交
換
会
を
実
施
。
ま
ず
は
、

現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く
考
え
。 

 

□
路
面
下
空
洞
調
査
業
務 

青
果
・
水
産
の
大
通
り
・
小
通
り
、

立
体
駐
車
場
前
道
路
や
管
理
棟
前

駐
車
場
等
を
対
象
に
専
門
業
者
が

標
記
調
査
を
５
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
実
施
。
結
果
に
基
づ
き
、

必
要
に
応
じ
て
二
次
調
査
や
補
修

措
置
を
行
う
。
調
査
中
は
、
荷
物
の

移
動
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
す
る
。 

 

（
常
駐
代
表
者
）場
内
業
者
に
対
す

る
周
知
は
ど
う
す
る
の
か
。
休
場

日
の
実
施
か
。 

（
大
阪
府
）
実
施
前
に
書
面
等
で

場
内
周
知
を
す
る
。
工
期
等
は
、
今

後
、
委
託
先
と
調
整
す
る
。
場
内
の

皆
様
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

留
意
す
る
。 

 

■
管
理

セ
ン

タ
ー

か
ら
の
報
告 

■
活
性
化
事
業 

□
ハ
ー
ド
事
業 

 

➣

Ｒ
７
年
度
実
績
：
約
４
千
300
万

円(

提
案
額
４
千
万
円)(

税
抜) 

・
水
産
小
通
り
防
鳥
ネ
ッ
ト
設
置

工
事
な
ど 

➣

Ｒ
８
年
度
予
定 

・
青
果
卸
売
場
天
井
清
掃
・
防
鳥
ネ

ッ
ト
改
修
工
事(

11
～
20
番
柱
間) 

青
果
大
通
り
区
画
線
引
き
、
管
理
棟

裏
災
害
備
蓄
倉
庫
改
修
工
事
な
ど 

 

□
ソ
フ
ト
事
業 

◆
市
場
見
学 

➣

京
阪
百
貨
店
「
中
央
市
場
お
買
い
物

見
学
ツ
ア
ー
」[

４
/

17(

金)] 

※
協
力
：
近
畿
中
央
ヤ
ク
ル
ト
販

売
株
式
会
社
、
㈱
林
田
商
店
、
拓
新

水
産
㈱
、
北
果 

➣

梅
花
女
子
大
学
食
文
化
学
部
管

理
栄
養
学
科[

５
/

18(

月)] 

※
協
力
：
食
品
衛
生
検
査
所 

 

◆
大
学
連
携 

➣

追
手
門
学
院
大
学➣

大
阪
な
す

試
食
宣
伝
会[

４
/

23(

木)] 

※
協
力
：
Ｊ
Ａ
大
阪
南
、
大
果 

 

■
維
持
補
修
事
業(

税
抜)  

➣

Ｒ
７
年
度
152
件
、
６
千
130
万
円

(

提
案
額
６
千
万
円) 

・
青
果
軒
下
通
り
舗
装
工
事
な
ど 

➣

Ｒ
８
年
度(

～
４
/
９) 

６
件
、

74
万
円 

 

■
大
阪
府
依
頼
事
業 

➣

Ｒ
７
年
度
：
１
件 

・
水
産
B
棟
低
圧
幹
線
設
備
他
改

修
工
事[

３
/

21(

土)

完
成]

７
千

100
万
円(
税
抜) 

➣

Ｒ
８
年
度
：
１
件 

・
配
水
管
改
修
工
事
６
千
674
万
円

(

税
抜)[

工
事
期
間
未
定] 

 

■
ご
み
関
連 

□
不
法
投
棄 

➣

Ｒ
７
年
度
累
計
月
31
件➣
対
策

開
始
前
に
比
べ
て
98
％
減
少 

(

投
棄
物)

家
電
製
品
な
ど(

投
棄
場

所)

水
産
立
体
駐
車
場
、
青
果
ゴ
ミ

置
場
付
近
な
ど 

・
発
見
次
第
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
て
確

認
、
投
棄
者
に
よ
る
自
主
回
収 

・
悪
質
な
持
込
投
棄
や
不
法
投
棄

に
は
入
場
禁
止
等
の
行
政
処
分
、

警
察
へ
通
報(

２
件
立
件) 

 

□
青
果
く
ず
排
出
状
況[()

は
前
年

度
同
月
比]

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
Ｒ
７
年
度
実
績 

➣

排
出
量

ト 
 

ン(+

ト 
 

ン
、+

%) 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

１
千

万

円

(+

万
４
千

円
円
、+

%) 

◆
３
月
単
月
実
績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➣

排
出
量

ト 
 

ン(+

ト 
 

ン
、+

%) 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

万

円(+

万
７
千

円
、+

％) 

※
５
月
よ
り
負
担
金
額
の
見
直
し

(

運
搬
費
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分)

※
従
量

制
の
試
行
的
導
入(

Ｒ
９
年
度
～) 

※
大
量
排
出
は
事
前
に
管
理

セ
ン

タ
ー

ま

で
連
絡
を(

受
け
入
れ
態
勢
及
び
食

品
ロ
ス
削
減) 

➣

従
量
制
は
、
ゴ
ミ
置
場
に
重
量
計

を
設
置
し
計
測
し
て
費
用
負
担
を

お
願
い
す
る
も
の
。
導
入
に
あ
た
っ

て
は
十
分
な
協
議
が
必
要
。
併
せ

て
、
ゴ
ミ
置
き
場
の
集
約
も
必
要
。 

 

（
議
長
）
従
量
制
の
導
入
に
よ
り
、

個
々
の
会
社
が
個
別
に
処
理
契
約

を
結
ぶ
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。 

（
管
理

セ
ン

タ
ー

）
そ
う
な
る
と
、
処
理
単

価
が
割
高
に
な
る
。 

（
常
駐
代
表
者
）
加
工
に
伴
う
青
果

く
ず
の
多
寡
、
直
荷
引
分
に
係
る
青

果
く
ず
の
扱
い
、
排
出
量
が
少
な
い

事
業
者
の
経
営
を
圧
迫
、
以
上
か

ら
、
従
量
制
の
方
向
か
と
思
う
。 

 
□
木
製
廃
棄
パ
レ
ッ
ト
排
出
状
況

[()

は
前
年
度
同
月
比] 

◆
Ｒ
７
年
度
実
績 

➣

排
出
量
６
万
５
千
450
枚(+

１
万

710
枚
、+

19.6

%)

、
１
日
平
均
259
枚

➣

処
理
費
用(

税
抜)

676
万
２
千
980

円(+

190
万
４
千
940
円
、+

39.2

%) 

◆
３
月
単
月
実
績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➣

排
出
量
５
千
270
枚(+

680
枚
、+

32
枚
/
日
、+

14.8

%) 
 

 
 

 
 

 
 

 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

54
万
２
千
180

円(+

13
万
２
千
230
円
、+

32.3

%) 
 

◆
４
月
実
績(

４
/
１
～
４
/
８) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

➣

排
出
量
１
千
190
枚(

±
０
枚
、
±

０

%

)

、

１

日

平

均

238

枚 
 

 
 

 
 

 
 

※
外
部
か
ら
の
持
ち
込
み
禁
止
、利
用
可

能
な
パ
レ
ッ
ト
の
再
利
用
の
徹
底
を
。 

 

□
一
般
廃
棄
物
排
出
状
況[()

は
前

年
度
同
月
比] 

◆
Ｒ
７
月
年
度
実
績 

➣

排
出
量
１
千

453.9
ト 

 

ン(

▲

549.1

ト 
 

ン
、
▲

27.4

%) 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

１
千
189
万
５

千
873
円(

▲
449
万
２
千
718
円
、
▲

27.4

%) 

◆
３
月
単
月
実
績 

 
 

➣

排
出
量
106.6
ト 

 

ン(

▲
101.1
ト 

 

ン
、

▲
48.7

%) 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

87
万
２
千
264

円(

▲
82
万
７
千
264
円
、
▲
48.7

%) 
 

■
禁
煙
対
策 

◆
Ｒ
７
年
度
ル
ー
ル
違
反
の
状
況 

➣

通
告
書
交
付(

違
反
者)

７
件[

場

外
４
件] 

 

➣

警
告
書
交
付(

再
違
反
者)

０
件

➣

更
に
累
犯
で
入
場
禁
止 

◆
対
策
開
始
か
ら
Ｒ
７
年
度
ま
で

の
累
計 

➣

通
告
書
交
付(

違
反
者)

累
計
401

件[

場
外
108
件] 

 

➣

警
告
書
交
付(

再
違
反
者)

累
計

 

次ページに続く 


